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国
立
大
学
に
と
っ
て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
経
済

・
産
業
と
結
び
つ
い
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
を
展
開
し
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
は
使
命
の
一
つ
で
あ
り
、

今
後
と
も
、
そ
の
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
自
己
決
定
・
自
己
責

任
の
下
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
や
地
域
の
課

題
解
決
に
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
元
国
立
大
学
に
対
す
る
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

本
学
で
は
、
地
域
貢
献
へ
の
組
織
的
・
総
合
的
取
組

を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
十
月
一
日
、
「
滋

賀
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
陵
水
会
館
内
に
設
け
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
の
地
域
貢
献
の
推
進
を
円
滑

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
自
治
体
等
と

の
地
域
連
携
に
関
す
る
業
務
を
行
い
、
「
産
業
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー
」「
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
教
育

学
部
附
属
環
境
教
育
湖
沼
実
習
セ
ン
タ
ー
」「
教
育
学
部

附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
」「
経
済
学
部
附
属
史
料

館
」
と
協
力
し
て
、
自
治
体
等
と
滋
賀
大
学
と
の
将
来

に
わ
た
る
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

滋
賀
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
４
９
（
２
７
）
１
２
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
７
４
９
（
２
７
）
１
４
３
１

近
年
、
国
立
大
学
の
組
織
的
・
継
続
的
な
地
域
貢
献

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
貢
献
は
、
地

元
の
意
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
域
の
自
治
体
と
の
永
続
的
か
つ
定
期
的
な

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
滋
賀
大
学
と
滋

賀
県
と
の
地
域
連
携
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
第
一
回
の

協
議
会
を
八
月
十
三
日
（
火
）
に
教
育
学
部
で
開
催
し

ま
し
た
。

大
学
側
か
ら
は
、
法
人
化
を
控
え
、
存
在
価
値
の
発

揮
の
観
点
か
ら
、
一
層
地
域
社
会
と
の
永
続
的
な
つ
な

が
り
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
、
滋
賀

県
か
ら
は
、
県
と
大
学
の
教
育
振
興
・
地
域
振
興
に
関

す
る
折
衝
が
増
え
て
き
て
お
り
、
本
協
議
会
を
き
っ
か

け
に
、
緊
密
な
取
組
を
推
進
し
た
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
協
議
会
は
、
今
後
も
継
続
的
に
開
催
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

『『
滋滋
賀賀
大大
学学
地地
域域
連連
携携
セセ
ンン
タタ
ーー
』』をを

設設
置置

滋賀大学地域連携センターが設置され、銘板を掲げる

左から宮本学長、小川地域連携センター長、轟木事務局長

滋滋
賀賀
県県
とと
のの
地地
域域
連連
携携
協協
議議
会会

をを
発発
足足

近
江
の
散
歩

「
ア
ユ
溜
り
」

「
ア
ユ
溜
り
」、私
は
小
さ
い
頃
か
ら
こ
う
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
琵
琶
湖
の
ア
ユ
が
河
川
を
の
ぼ
っ

て
く
る
と
き
、
そ
の
途
中
に
あ
っ
て
そ
れ
を
じ
ゃ
ま
す

る
堰
の
こ
と
で
す
。
琵
琶
湖
に
流
れ
込
ん
で
い
る
河
川

に
は
、
そ
の
時
期
が
く
る
と
決
ま
っ
て
ア
ユ
が
の
ぼ
っ

て
く
る
河
川
が
あ
り
ま
す
。
草
津
市
の
中
心
を
通
る
草

津
川
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
し
か
し
、
古
く
は「
砂
川
」

と
呼
ば
れ
て
、
雨
が
降
り
続
く
と
き
以
外
、
普
段
は
全

く
水
の
な
い
川
で
す
。

京
都
か
ら
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
で
彦
根
方
面
に
向
か
う
と

き
、
車
内
放
送
で
「
間
も
な
く
草
津
で
す
」
と
、
案
内

が
流
れ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

っ
て
草
津
駅
に
到
着
し
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
を

流
れ
る
の
が
草
津
川
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
草
津
を
南

北
に
分
断
す
る
形
で
流
れ
る
天
井
川
で
、
多
く
の
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
、
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
草
津
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
雨
が
降
り
続
く
と
私
た
ち
は
わ
く

わ
く
し
ま
し
た
。
学
校
が
終
わ
る
の
が
待
ち
遠
し
く
、

友
だ
ち
と
ト
ン
ネ
ル
（
草
津
川
に
は
、
国
道
一
号
線
、

商
店
街
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
の
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す

が
、私
た
ち
子
ど
も
う
ち
で
は
、ト
ン
ネ
ル
と
言
え
ば
Ｊ

Ｒ
の
ト
ン
ネ
ル
を
指
し
ま
す
）
で
会
お
う
と
約
束
し
て

帰
り
ま
し
た
。
草
津
川
に
は
こ
の
Ｊ
Ｒ
の
ト
ン
ネ
ル
ま

で「
ア
ユ
溜
り
」は
な
く
、
ア
ユ
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

琵
琶
湖
の
魚
が
草
津
川
を
の
ぼ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

魚
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
く
る
と
、
落
差
が

一
、
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
五
段
ほ
ど
あ
る
堰
で
止
め

ら
れ
、そ
れ
以
上
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ず
、深
み
で
、右

往
左
往
し
て
い
る
だ
け
で
す
。そ
れ
を
、網
や
ザ
ル
で
す

く
い
と
り
ま
す
。
た
だ
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ（
ゴ
リ
）だ
け
は
、

し が だ い （14）
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六
月＊

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
古
民
家
を
生
か
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
開
催
案
内
〔
毎
日
（
６

・
７
）〕他

＊

統
合
前
提

正
式
会
合
へ

京
教
大
と
滋

賀
大
教
育
学
部

京
滋
四
大
学
再
編
〔
京

都
（
６
・
８
）〕

＊

統
合
合
意

京
都
教
育
大
と
滋
賀
大
教
育

学
部
〔
読
売
（
６
・
８
）〕

＊

教
え
子
に
「
す
ご
い
、
あ
り
が
と
う
」
ユ

ー
ス
時
代

小
野
、
稲
本
指
導

豊
田
一

成
教
授
〔
京
都
（
６
・
１０
）〕

＊

市
民
が
悩
み
に
答
え
ま
す

子
育
て
電
話

相
談
室

教
育
学
部
に
オ
ー
プ
ン
主
婦
ら

２０
人
参
加
〔
京
都
（
６
・
１３
）〕

＊

成
績
優
秀
者
９８
人
表
彰

制
度
創
設
で
経

済
学
部
〔
京
都
（
６
・
２２
）〕他

＊

モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
教
育
支
援

滋
賀
大
に

サ
ー
ク
ル
教
材
開
発
へ〔
読
売（
６
・
２２
）〕

他

＊

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
映
像
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
国
際
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
開
催
案
内
〔
読
売
（
６

・
２７
）〕

＊

作
業
部
会
設
け
秋
に
は
具
体
化

統
合
前

提
に
初
の
協
議
会

京
教
大
と
教
育
学
部

〔
京
都
（
６
・
２８
）〕

七
月＊

四
国
立
大
、
統
合
め
ざ
す

県
境
超
え
規

模
追
求
〔
日
経
（
７
・
２
）〕他

＊

手
を
触
れ
ず
相
手
投
げ
飛
ば
す

合
図
で

名
前
が
言
え
な
く
な
る
「
気
功
講
義
」
受

講
者
び
っ
く
り
〔
中
日
（
７
・
２
）〕

＊

滋
賀
大
の
「
七
夕
ま
つ
り
」
５
日
、
学
生

が
浴
衣
姿
で
Ｐ
Ｒ
〔
毎
日
（
７
・
３
）〕他

＊

統
合
視
野
に
近
く
協
議
機
関
を
設
置

滋

賀
大
な
ど
四
大
学
〔
中
日
（
７
・
４
）〕他

＊

地
域
・
留
学
生
と
七
夕
ま
つ
り
交
流

滋
賀
大
・
彦
根
で
５
日〔
朝
日（
７
・
４
）〕

＊

【
訃
報
】
川
�

源
氏
（
元
滋
賀
大
学
長
）

〔
京
都
（
７
・
６
）〕他

＊

二
〇
〇
三
年
入
試
要
項〔
京
都（
７
・
１０
）〕

他

＊

滋
賀
大
学
ア
ジ
ア
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

１９
日
に
彦
根
で
〔
京
都
（
７
・
１１
）〕他

＊

滋
賀
大
附
属
中
に
脅
迫
文
１０
枚
送
付

容
疑
の
男
逮
捕
〔
京
都
（
７
・
１２
）〕他

＊

滋
賀
大
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

〔
京
都
（
７
・
１６
）〕

＊

〔
焦
点
！

大
学
が
変
わ
る
国
立
大
学
再

編
〕
進
行
中
の
２
つ
の
大
規
模
統
合
構
想

見
え
て
こ
な
い
具
体
像〔
朝
日（
７
・
１８
）〕

＊

滋
賀
大
教
育
学
部
、
国
へ
存
続
要
望
四
大

統
合
で
県
が
方
針
県
議
会
〔
中
日
（
７
・

２５
）〕

八
月＊

大
学
運
営
の
節
目
に
関
与

滋
賀
の
記
録

・
保
存
に
も
尽
力
し
た
元
滋
賀
大
学
長

川
�

源
さ
ん
〔
京
都
（
８
・
１
）〕

＊

戦
前
か
ら
現
在
ま
で
理
科
教
科
書
ず
ら
り

附
属
図
書
館
教
育
分
館〔
京
都（
８
・
６
）〕

＊

知
的
障
害
児
ら
の
力
作
ず
ら
り
「
あ
し
あ

と
・
て
あ
と
展
」
附
属
養
護
学
校
〔
産
経

（
８
・
１４
）〕他

＊

小
笠
原
滋
賀
大
教
授
に
奨
励
賞

紫
香
楽

宮
跡
調
査
に
貢
献

ハ
ン
六
文
化
振
興
財

団
〔
京
都
（
８
・
２３
）〕他

＊

「
滋
賀
大
で
科
学
し
よ
う
」
募
集
案
内
〔
中

日
（
８
・
３０
）〕

九
月＊

推
薦
入
試
の
要
項
発
表

帰
国
子
女
、
社

会
人
特
別
選
抜
も
〔
読
売
（
９
・
１１
）〕

＊

公
開
講
座
「
見
て
楽
し
く
、
知
っ
て
得
す

る
心
理
学
」
受
講
生
募
集
〔
中
日
（
９
・

２７
）〕

＊

統
合
問
題
な
ど
対
応
を
報
告

滋
賀
大
で

運
営
諮
問
会
議
〔
朝
日
（
９
・
２８
）〕他

＊

中
学
生
に
化
学
実
験
指
導

バ
ス
で
Ｄ
Ｈ

Ａ
解
明

教
育
学
部
化
学
研
究
室
〔
読
売

（
９
・
２８
）〕

報報
道道
ささ
れれ
たた
主主
なな
記記
事事
（（
六六
月月
〜〜
九九
月月
））

よ
ち
よ
ち
と
石
の
上
を
這
う
よ
う
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
途
中
で
私
た
ち
に
行
く
手
を
止
め
ら
れ
、
恐
ら

く
上
ま
で
上
り
切
っ
た
も
の
は
皆
無
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
夕
食
の
お
か
ず
に
は
、
私
た
ち
の
獲
物
が
並

ん
だ
も
の
で
す
。

草
津
川
の
堤
防
（
土
手
）
に
は
、
明
治
時
代
か
ら
草

津
小
学
校
の
卒
業
記
念
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
桜
並
木
が

あ
り
、
格
好
の
散
歩
道
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、

ま
た
、
琵
琶
湖
岸
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
も
あ
っ
て

市
民
の
癒
し
、
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
川
も
い
っ
た
ん
大
雨
が
降
る
と
、

「
ア
ユ
溜
り
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
、
住
民
を
た
び

た
び
洪
水
の
危
機
に
さ
ら
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

安
全
第
一
の
新
し
い
放
水
路
に
付
け
替
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
そ
の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
以
来
三
十
一
年
目
の
平

成
十
四
年
六
月
十
四
日
に
草
津
川
は
琵
琶
湖
か
ら
約
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
新
草
津
川
に
切
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
古
い
草
津
川
に
は
、
私
た
ち
の
多
く
の
思
い

出
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
草
津
川
に
も
、
「
ア

ユ
溜
り
」
が
で
き
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
両
岸
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

新
し
い
草
津
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

杉
田
陸
海
（
教
育
学
部
教
授
）

ＪＲ琵琶湖線草津川トンネル

し が だ い （15）
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